
避難路の途中、これから坂道というところで泣き出してし
まった園児がいました。
また、安全なところまで着いた途端、体調を崩してしまっ
た生徒さんも。
訓練を終えて、生徒たちは

●「実際には、地面のひび割れや家の崩壊などで避難が
困難になることが考えられる」

●「地面が割れたり木々が倒れたりして、ふつうに走れる状
態ではないと思う」

●「いつ地震が起こるかわからないので、訓練で学び行動
して避難の時に活かせるようにしたい」

●「実際に起こった時にはパニックになり、訓練通りにいか
ないこともあるので１回１回の訓練をたいせつにしていき
たい」

などと振り返っています。

10月13日（金）、夜須保育所・夜須幼稚園・夜須小学校・夜須中学校で津波を想
定した合同避難訓練が行われました。保育所・幼稚園は来年の１月に夜須こども
園として高台への移転が決まっており、今年度で最後となる合同避難訓練の様子
を夜須中学校で取材させていただきました。（広報編集委員　担当/井上桂子）
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　三木 守校長先生は「巨大津波が襲ってきた場合、海
から約１キロメートルの夜須中の立地を考えると、津波
は海からだけでなく、夜須川をさかのぼって横からも後
ろからも襲ってくると考えなければならない。また、ほど
なく停電し情報も届かなくなってしまう。だから揺れが

収まったら、迷うことなく一番高いところへ逃げる
ことが大切で、そこに24時間はとどまってい
たい」とおっしゃいます。
　さらに、「避難先は優しく温かく寄り
添ってくれるお兄さんお姉さんがい
る場所だと思ってもらいたい。そうす
れば避難の際の苦しさや避難先で
の不安が少しは安らぐのではない
か。現在在校している生徒たちは、
何年も前から合同で避難訓練を重
ねて来ており、訓練には真剣です。中

学生となった今は、これ
までの助けてもらう側か
ら幼い園児や高齢者、け
が人を助け寄り添う側にな
ってもらいたい」との思いを語っ
てくれました。
　「逃げる途中で泣いたり苦しくなったりした子どもたち
が、頑張って行ったら優しいお兄さんお姉さんがいると思
えるよう、避難所では明るく温かく柔らかい雰囲気づくり
を担えるように・・・」とも。
　一方、中学生の安全をどう保障するかや二次避難所で
の保護者への引き渡しについては、まだ多くの課題があ
るともおっしゃいます。「今後いろいろな事情やケースを
考え、新たなルール作りに向かって、親子で、家庭で、学校
で話し合いを重ね、行政とも連携していきたい」と語って
くださいました。
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